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論　文　内　容　の　要　旨
〔目　的〕
迷走神経に含まれる求心性腺経の痛みの伝達と制御における役割を明らかにするため、ネ
コを用いて皮膚と大内臓神経（SPL）の両方から入力を受ける視床後外側腹側核（VPL）侵害
受容ニューロンに及ぼす迷走神経電気刺激の影響を調べた。
〔方　法〕ネコをウレタン・クロラローズで麻酔し、左SPL及び両側頚部迷走神経に白金双極
刺激電極を装着した。パンクロニウムで非動化した後、関頭を施し、右脳の記録電極刺入部、
右大脳皮質体性感覚野刺激部位および中脳の薬液注入電極刺入部を露出した。C3→のレベルで
椎弓切除を行い、右脊髄前外側索（VLF）に同芯針刺激電極を刺大した。2％ボンタミンスカ
イブルーに溶かした0．5M酢酸ナトリウム溶液を充填した硝子毛細管微小電極を用いて、VPL
の単一ニューロン活動を記録した。記録部位に色素を注入し実験終了後、組織学的に同定し
た。脳幹の刺激部位はベルリンブルー反応で確認した。
〔結　果〕
左側皮膚の侵害性機械刺激と左SPL刺激に反応する侵害受容ニューロンを対側のVPL被殻領
域から合計79個記録した。このうち、43個が特異的侵害受容（NS）ニューロン、残りの36個
が広作動城（WDR）ニューロンであった。NSニューロンは、皮膚末梢受容野への触刺激・庄
刺激には反応せず、侵害刺激のみに反応した。WDRニューロンは、触・庄・侵害性機械刺激
に段階的に反応した。
8個のNSニューロンと、4個のWDRニューロシは左頸部迷走神経刺激により興奮した。これ
らニューロンは末梢受容野を前肢あるいは肩甲部にもち、VPL被殻領域の内側に局在してい
た。これらのニューロンの中には右大脳皮質体性感覚野の高頻度（200Hz）刺激に反応して、
逆方向性に興奮するものがあった。
左迷走神経電気刺激が興奮作用を持たなかった35個のNSニューロンと32個のWDRニューロ
ンについて、SPL刺激に対する反応に及ぼす迷走神経刺激の効果を調べた。27個のNSニュー
ロンと25個のWDRニューロンで、左迷走神経刺激による抑制がみられた。この抑制効果は、
迷走神経刺激とSPL刺激の間隔が20ミリ秒の時最大であった。3個のNSニューロンと5個の
WDRニューロンについて、右頚部迷走神経刺激の影響を調べた。その結果、左迷走神経刺激
と同様な抑制効果がえられ、両者の間に有意差を認めなかった。
18個のNSニューロンと15個のWDRニューロンについて、SPL刺激とVLF刺激に対する反応
に及ぼす左迷走神経条件刺激の影響を調べた。16個のNSニューロンと13個のWDRニューロン
で、SPL刺激に対する反応が抑制され、VLF刺激に対する反応の抑制はそのうち12個のNSニ
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ユーロンと11個のWDRニューロンでみられた。双方のニューロンにおいて、SPL刺激に対す
る反応の抑制効果がVLF刺激に対する反応の抑制効果よりも強かった。
4個のNSニューロンと3個のWDRニューロンについて、中脳水道よりも腹側の中脳中心灰自
質に2％リドカインを10〝1注入し、注入前後で左頸部迷走神経刺激による抑制効果の変化を
調べた。Ⅵ一F刺激に対する反応の抑制は、リドカイン注入後消失したが、SPL刺激に対する反
応の抑制は消失し尊かった。
〔考　察〕
頸髄の侵害受容ニューロンが迷走神経刺激により興奮する事が報告されているが、今回そ
れが視床レベルで確認され、さらに視床から大脳皮質への投射が証明された。これは迷走神
経求心性線経が内臓痛を伝達することを示唆する。
また迷走神経の捧痛抑制効果も脊髄レベルで見出されている。今回はそれを視床Ⅵ，LのSPL
からの入力を受ける侵害受容ニューロンで確認した。さらにVL瑚叫激に対する反応も抑制さ
れることを見出し、中脳中心灰白質をリドカインで局所麻酔するとVL瑚り激に対する反応の
抑制効果が消失する事から、迷走神経の抑制効果に上行性の経路も関与することが示された。
〔結　論〕
VPL被殻領域の侵害受容ニューロンにおける迷走神経刺激の影響を観察した。その結果迷
走神経求心性線維刺激による興奮作用と抑制作用が証明され、上行性抑制機序が見出された。
論文審査の結果の要旨
本論文は迷走神経の内臓痛伝達における役割を明らかにするため、痛みの中継核である祝
床後外側腹側核（VPL）の侵害受容ニューロン活動に及ぼす迷走神経電気刺激の影響を検討
した研究結果である。
得られた結果は以下の通りである。
1）ウレタン・タロラローズで麻酔したネコを用い、対側皮膚への侵害刺激と内臓痛覚線経
を含む大内臓神経（SPL）の電気刺激に反応する視床侵害受容ニューロン79個を検出し研究の
対象とした。このうち43個が特異的侵害受容（NS）ニューロン、残り36個が広作動城（WDR）
ニューロンであった。
2）8個のNSニューロンと4個のWDRニューロンが迷走神経刺激に反応して興奮した。これ
らのニューロンは末梢受容野を胸部・前肢・肩甲部にもち、VPL被殻領域の内側に局在して
いた。その中に大脳皮質体性感覚野の電気刺激に対して逆方向性応答を示すものがあった。
この成績は、迷走神経求心性線経が内臓痛を伝達することを示唆した。
3）27個のNSニューロンと25個のWDRニューロンで、SPL刺激に対する反応が迷走神経の
条件刺激により抑制された。また、12個のNSニューロンと11個のWDRニューロンでSPL刺激
に対する反応とともに脊髄前外側索（VLF）刺激に対する反応も抑制された。VLPは脊髄か
ら祝床への伝導路であるから、迷走神経刺激による抑制に視床レベルに作用する上行性抑制
も含まれることが示唆された。
4）4個のNSニューロンと3個のWDRニューロンで中脳中心灰自質（PAG）に2％リドカイン
溶液を10〃1注入して迷走神経電気刺激による抑制効果の変化を調べた。注入後、SPL刺激に
対する反応の抑制は影響されなかったが、VLF刺激に対する反応の抑制は消失した。この成
績から迷走神経刺激による上行性抑制はPAGを経由することが示唆された。
以上の様に、本研究は迷走神経の内臓痛伝達における役割を視床侵害受容ニューロンで初
めて調べたものである。その結果迷走神経電気刺激の興奮作用と抑制作用が証明され、その
抑制作用に中脳中心灰自質を経由する上有性抑制が含まれることを見出した研究であり、博
士（医学）の学位を授与するに値すると認められる。
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